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1. 谷尾崎地区
① 第1回会議・現場視察の振り返り

② 井戸調査の報告

③ 地盤調査の報告

④ 審議

議題
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1.谷尾崎地区

①第1回会議・現場視察の振り返り
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【第1回会議・現場視察振り返り】

河川流量

自噴井戸

R2-Bor9

R2-Bor5

R2-Bor1

R2-Bor2

R2-Bor6

R2-Bor3

R2-Bor4

R2-Bor8

R2-Bor7
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＜第1回審議・指摘事項＞

➢ 「調査方針（調査方法、調査位置）」

✓地盤調査深度は橋脚基礎と同地層まで

✓地盤調査で定ひずみ試験の追加提案

✓既存資料の活用（住宅建築時資料等）

➢ 「調査範囲・位置」

✓谷尾崎川左岸・上流の地盤調査追加

＜現地視察提案事項＞

➢ 調査範囲の地質・地下水位関係の明確化

（井戸調査の水位標高を計測）

➢ 物理試験の実施、粘性土圧密試験の実施

（試験結果取りまとめ中のため、別途報告）

：地盤調査（水位観測孔設置）
：地盤調査（SDS試験）

：井戸調査（水位・水量）

：地下水調査（水位観測）

A1

P1

P2

P3

P4

P5



1.谷尾崎地区

②井戸調査（地下水位）の報告
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Iw-2 Iw-3

水
位 2020/11/3 2020/11/20 2017/2

7.98 5.73 19.27

26.10 26.18 ---

(GL -m) 1.45 0.09 ---

標高(m) 6.53 5.64 6.27

P3水位差 0.26 -0.62 ---

0.98 -1.27 ---

調査中 不明 ---

114 262 ---

GL標高
(m)

井戸深度
(m)

調査日

P3橋脚

　　　　　　　NO

項目

民有地井戸

水位

吸込み口標高
(想定)(m)

ストレーナー
区間

P3橋脚からの距離
(m)

井
戸
深
度

地上（GL）

吸
込
み
口
深
度

（
GL
-
7m
程
度
と
想
定
）

吸込管

井戸管

➢ 井戸枯れした民有地井戸Iw-2,Iw-3の調査結果

• 井戸水位とP3橋脚水位の標高は、ほぼ同一

• GLから約-8.0～-7.0ｍの位置に吸込み口

• GLから約-1.4～-0.1ｍの位置に水位

工事施工時に地下水位が約7～8m

低下したものと想定される。
（地質と地下水位の関係図は、地盤調査で説明）

今後、１回/月の頻度で水位・水量計測を実施
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【井戸調査】地下水位の計測（右岸側）

民有地井戸概要

P3

Iw-2

P2

Iw-3

Tw-5
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➢ 民有井戸Tw-5の調査結果

• トンネル工事に関連した調査で、H30年から水位計
測を実施

• 水位変化は、ほぼ見られない。（季節影響のみ）

工事施工時に地下水位は低下していない。
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【井戸調査】地下水位の計測（左岸側）

Tw-5水位変化・降水量

P3くみ上げ期間

2018年度 2019年度 2020年度

４月 --- --- --- ---

５月 0.72 0.80 0.80 0.00

６月 0.71 0.81 0.72 -0.09

７月 0.70 0.71 0.68 -0.03

８月 0.46 0.71 0.70 -0.01

９月 0.78 0.75 0.70 -0.05

１０月 0.60 0.78 0.71 -0.07

１１月 0.72 0.76 0.04

１２月 0.72 0.71 -0.01

１月 0.74 0.77 0.03

２月 0.75 0.72 -0.03

３月 0.66 0.73 0.07

地下水位（基準-m） 工事期間水位差
（2020年-前年）

P3

Iw-2

P2

Iw-3

Tw-5

1号トンネル工事



1.谷尾崎地区

③地盤調査の報告
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地質断面図A – A （P3-Bor7）
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地質断面図B – B （P3-Bor5-2-6）

P3
R2-Bor5

R2-Bor6

P2

Iw-2 GL7.98
EL6.53

An-2w

地下水位低下
想定水位
(EL-2.34)
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ボーリング完了
結果とりまとめ中
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地質断面図C – C （Bor1-2-3-4）
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地下水位低下
想定水位
(EL-2.34)
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地質断面図D – D （P4-Bor7-3-8）

2016/12
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P3

R2-Bor5

P2

地質断面図E – E （P2-Bor9-3）
P4

Iw-2 GL7.98
EL6.53

P2橋脚

地下水位低下
想定水位
(EL-2.34)
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結果とりまとめ中

結果とりまとめ中
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【地盤調査】土質試験

試験内容一覧

圧密試験 物理試験

火砕流堆積物
を確認

〇

a P3掘削底面まで 〇
〇

(砂礫、岩盤部)
〇

(岩盤部)

b
軟弱地盤底面
-0.3ｍ

〇
(粘性土)

〇
4試料

〇
4試料

〇
(軟弱部)

a
安山岩強風化部
を確認

〇
〇

(砂礫、岩盤部)
〇

(岩盤部)

b
軟弱地盤底面
-0.2ｍ

〇
(粘性土)

〇
2試料

〇
2試料

〇
(軟弱部)

岩盤を確認 〇

a P3掘削底面まで 〇
〇

(砂礫、岩盤部)
〇

(岩盤部)

b
軟弱地盤底面
-0.3ｍ程度

〇
(粘性土)

〇 〇

P3掘削底面まで 〇
〇

(岩盤部)

P3掘削底面まで 〇 〇

P3掘削底面まで 〇
〇

(砂礫部)

P2掘削底面まで
〇(岩盤部,流向
流速測定孔)

※圧密試験：定ひずみ試験
※物理試験：湿潤密度試験、土粒子の密度試験、含水比試験、粒度試験、液性限界試験、塑性限界試験

標準
貫入
試験

現場
透水
試験

土質試験 間隙
水圧計
設置

水位
観測孔
設置

R2-Bor.4

調査深度

R2-Bor.2

R2-Bor.3

R2-Bor.1

孔番

R2-Bor.5

R2-Bor.6

R2-Bor.7

R2-Bor.8

R2-Bor.9

R2-Bor8
標準貫入試験

R2-Bor6
標準貫入試験

R2-Bor4
標準貫入試験

R2-Bor3
標準貫入試験
現場透水試験
土質試験

R2-Bor2
標準貫入試験
現場透水試験
土質試験

R2-Bor1
標準貫入試験

R2-Bor5
標準貫入試験
現場透水試験
土質試験

R2-Bor7
標準貫入試験

R2-Bor9
標準貫入試験

P3

P2

P5



透水係数 平均

ｋ（ｍ/ｓ） ｋ（ｍ/ｓ）

R2-Bor.2 5.11E-06

R2-Bor.2 4.73E-06

R2-Bor.3 8.09E-07

R2-Bor.2 2.16E-07

R2-Bor.3 3.68E-07

R2-Bor.3 1.12E-05

H28-No.4 2.65E-04

H28-No.5 1.16E-04

H28-No.4 2.40E-05

wt 溶結凝灰岩 R2-Bor.3 4.88E-06 4.88E-06

An-2ｗ 安山岩強風化部 R2-Bor.2 4.79E-06 4.79E-06

df-2 砂礫 2.40E-05

dt 礫質砂

5.11E-06

2.77E-06

透水性

粘性土

10-11～10-9

高い

砂および礫

10-5～10-2

中位

高い

地層

Ac-0

BorNo土質

粘性土

Ac-2 粘性土

透水性と土質区分

1.38E-04

Ac-1

df-1 砂礫

粘性土
(高有機質土)

2.92E-07

1.16E-04

現場透水試験結果一覧
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【地盤調査】現場透水試験結果

R2-Bor3
現場透水試験

R2-Bor2
現場透水試験

R2-Bor5
現場透水試験
（試験中）

P3

P2

P5

H28-No.4（橋梁設計時）
現場透水試験

H28-No.5（橋梁設計時）
現場透水試験

出典「地盤調査の方法と解説」（地盤工学会）



【地盤調査】まとめ

➢ 軟弱層が確認された箇所

• 住宅地谷部Bor2,3,4,6,8

➢ 地下水位

• 地下水位がdf-1,Ac-2層より
深い層まで低下したものと想定

➢ 建築時の地盤データ等

• 収集及びとりまとめを継続
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A1

P1

P2

P3

P4

P5

河川流量

自噴井戸

：地盤調査（水位観測孔設置）
：地盤調査（SDS試験）

：井戸調査（水位・水量）

：地下水調査（水位観測）

R2-Bor9

R2-Bor5

R2-Bor1

R2-Bor2

R2-Bor6

R2-Bor3

R2-Bor4

R2-Bor8

R2-Bor7



➢ 井戸調査・地盤調査

✓ 工事の影響による地下水位低下

✓ 地質断面図から確認される地質分布

✓ 追加調査の必要性

➢ その他

✓ 今後の解析・検討の方向性
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審議
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【地盤調査】R2-Bor1柱状図【地盤調査】R2-Bor1柱状図

B

A4

※非溶結層
軽石粒からなる阿蘇火砕流堆積物
（沈下しない）

地下水位（EL 5.79）（GL-0.69）

P3水位（EL 6.265）

P3

P2
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【地盤調査】R2-Bor2柱状図

地下水位（EL 5.04）（GL-1.70）

※安山岩強風化部（古金峰火山）
中硬質な岩片が残り粘土化

※沖積粘性土
（不均質な粘性土で岩水量が多い）

Ac-1

Ac-0

An-2W

Ac-2

※沖積粘性土（やや不均質な粘性土）

※腐食土（不均質な粘性土）

P3水位（EL 6.265）

P3

P2



【地盤調査】R2-Bor3柱状図
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Df-2

An-2W

A4

df-1

A4-Wt

Ac-2

Ac-1

Ac-0
地下水位（EL 5.36）（GL-1.00）

※沖積粘性土
（均質な粘性土で含水量が多い）

※沖積粘性土（岩水量は少ない）

※腐食土
（不均質な粘性土で含水量が多い）

※土石流堆積物
（含水量が多い）

※溶結凝灰岩
（阿蘇火砕流堆積物）

※非溶結相

※古期土石流堆積物

※安山岩強風化部
（古金峰火山）

P3水位（EL 6.265）

P3

P2
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【地盤調査】R2-Bor4柱状図

Ac-2

Ac-1

B

A4-Wt

地下水位（EL 5.58）（GL-0.50）

※腐食土
（含水量が多く、粘性は弱い）

※腐食土
（含水量が多く、粘性は弱い）

※沖積粘性土
（含水量が多い）

※溶結凝灰岩
（阿蘇火砕流堆積物）

P3水位（EL 6.265）

P3

P2
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【地盤調査】R2-Bor5柱状図 ※精査中

Ac-1

地下水位（EL 6.26）（GL-0.10）

※腐食土
（含水量が多く、粘性は弱い）

P3水位（EL 6.265）

P3

P2

Ｔｂ-1W

ｄｆ

地下水位低
下
想定水位
(EL-2.34)

精査中



P3

P2
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【地盤調査】R2-Bor6柱状図

Ac-2

A4-Wt

Ac-1

B 地下水位（EL 3.00）
（GL-1.70）

※腐食土（不均質な粘性土で、含水量が多い）

※沖積粘性土
（均質な粘性土で、含水量が多い）

※古期土石流堆積物

※溶結凝灰岩
（阿蘇火砕流堆積物）

P3水位（EL 6.265）
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【地盤調査】R2-Bor7柱状図

B

Ac-0

Df-1

A4

A4-Wt

A4

Df-2

地下水位（EL 6.03）
（GL-2.40）

※沖積粘性土（均質な粘性土で、含水量が多い）

※土石流堆積物
（φ70～100㎜の硬質な玉石
Φ40㎜程度の安山岩レキ）

※溶結凝灰岩
（阿蘇火砕流堆積物）

※非溶結相

※古期土石流堆積物

P3水位（EL 6.265）

P3

P2
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【地盤調査】R2-Bor8柱状図

Ac-1

Ac-2

Df-1

A4

A4-Wt

地下水位（EL 4.64）
（GL-0.98）

※腐食土
（不均質な粘性土で、含水量が多い）

※沖積粘性土
（上層は均質な粘性土で含水量が多く、
下層は不均質な粘性土で貝殻片が混入）

※土石流堆積物

※非溶結相

※溶結凝灰岩

P3水位（EL 6.265）

P3

P2
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【地盤調査】R2-Bor9柱状図 ※精査中

地下水位（GL-8.00程度）

※崖錐堆積物

※安山岩強風化部

P3水位（EL 6.265）

P2水位（EL 6.02）

P3

P2

地下水位低下
想定水位
(EL-2.34)

精査中


